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オープンアクセス加速化事業（研究成果の即時共有化）令和5年度補正予算 100億円

○Ｇ７科学技術大臣コミュニケ（2023年5月）において、公的資金による学術出版物及び科学データへの即時
オープンアクセス（ＯＡ）を支援する旨明記。これを受け、2025年度新規公募分からの学術論文等の即時ＯＡ
の実現に向けた国の方針を策定予定。

○この方針に基づき、大学による研究成果（学術論文・研究データ）の管理・公開に関する体制の充実・強化を
図り、産業界等にも開かれた知へのアクセスを担保することで、研究成果の発信力を強化し、我が国の競争力を高
める。

公的資金による学術論文及び研究データの即時ＯＡ化を担保する体制を整備するため、研究データポリシーに基
づく事業計画等を策定している大学を対象として、必要な以下の経費を支援

・研究成果の管理・利活用システムの開発・高度化に係る研究開発費
・研究成果の管理・利活用システムの運用・体制強化に係る経費
・研究成果のＯＡ化促進に係る経費（論文掲載公開料等）

■各大学の研究データポリシーに基づく即時OA化に向けた体制整備・システム改革を促進
⇒ 収載論文数・研究データの拡大、研究成果へのアクセスの拡大

■質の高い論文及び研究データの収載数が大幅に増加され、OA化を加速
⇒ OA率の上昇
⇒ 優れた研究成果の産業界での活用の促進、国際競争力の強化

現状・課題

事業内容

期待される効果等
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